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はじめに

ヒナコウモリItsper"/josj"e"sjsはアジア東部に分布

するコウモリで，日本では北海道から九州にかけて記録

されている（Fukui，2009）．本来は樹洞がねぐらであ

ると考えられている（向山，2011）．出産哨育コロニー

は，海蝕洞や岩の割れ目，樹洞で見つかっているが，橋

桁や建物の屋根など建造物の隙間も利用していることが

知られている（Wallin，１９６２；Takada，１９７９；

Funakoshi＆Uchida，１９８１；向山，１９９６；福井・百年の

森ファンクラブコウモリ調査グループ，２００１；木村ほか，

2003；作山ほか，２００７；山田，２００８；Ｆｕｋｕｉｅｔａﾉ．，

2010）．また，冬季に複数個体が集まる越冬場所として

は，岩の隙間（鈴木，１９７８；佐藤・勝田，２００６；向山，

2011）のほか，トンネルや建造物の隙間（山口，２０００；

山口ほか，２００５；山口，2006）でも見つかっており，さ

らに，市街地などの建造物において単独で保護される事

例もある（大橋，２００２；佐野・大西，２００６；板橋ほか，

2007など）．

これまでに知られている埼玉県内の２か所の集団越冬

場所は標高200m～800ｍの低山帯の鍾乳洞であったが(埼

玉県環境部みどり自然課，2008），今回の筆者らの調査

によって標高５０m～200ｍの台地・丘陵帯の建造物におい

て新たな集団越冬場所を確認したので今回報告を行う．

調査地および方法

埼玉県立川の博物館および埼玉県立自然の博物館で行

った．

寄居町にある川の博物館は，県北部の荒川中流右岸

（３６．６′５７〃Ｎ，１３９．１３′１０〃）に位置し，荒川から

の距離は約150m，標高は約８０ｍで，建物は1997年の開

館当時に建てられたものである．長瀞町にある自然の博

物館は，県北西部荒川中流左岸（３６．５′１５〃Ｎ，139.

6′５７〃Ｅ）に位置し，荒川からの距離は約200m，標高は

約150ｍで，建物は１９８１年に埼玉県立自然史博物館とし

て建てられたものである．両調査地は荒川に沿って約

１０km離れている（図１）．

調査は２０１０年１１月から２０１１年５月にかけて，ねぐ

らから日没前後に出巣するコウモリを直接目視して個体

数を計測する方法と，赤外線録画機能付きビデオカメラ

（HDR-SRl，HDR-CX550V；SONY社製）を用いて録画し，

後日出巣個体数を計測する方法によって行った．また，

出巣する種をおおまかに区別するために，超音波を可聴

音に変換するバットデイテクター（Mini３；Ultra

SoundAdvice社製，Ｄ２３０ほか；PetterssonElektronik

AB社製）を補助的に用いた．また，出巣するコウモリの

判別のため写真撮影も行った．



図ｌ調査地位侭図

なお，本報告における種の和名および学名は，Fukui

(2009）に従った．

47.3mm，頭骨の最大長は16.5ｍｍを越え，頭骨は幅が広

く吻の上面は扇平で前額部両側に深いくぼみがあった．

これらのことから，このコウモリがヒナコウモリレ．

s伽e加商であると同定した．また，指骨の骨化が完了し

ていたことから，吉行（1975）に従って成獣と判断した．

１埼玉県立川の博物館（表ｌ）

２０１０年１１月１１日１６：００頃，筆者の一人である石井

が，多数のコウモリがエレベーター棟の最上部の隙間か

ら出巣する様子を観察した．

出巣箇所は，エレベーター棟最上部の金属カバーとコ

ンクリート壁の隙間で，東面を中心に一部北面と南面か

らも出巣する（図２）．地上からの高さは，約２５ｍであ

り，川の博物館の建物ではいちばん高い部分である．前

面に高い建物はない．金属カバーの構造は，出入口の隙

間が１０～20mｍ（一部約７０mm），コンクリートとの隙間

は垂直部分が２０～30mm，水平部分が約３０mmであった．

またエレベーター棟から２０ｍほど離れた２階渡り廊下

南の壁面でも，２階屋根近くの金属カバー（全長約

35m）下側の隙間の所々から出巣した（図３）．地上から

の高さは，約9ｍであり，前面に建物はない．なお，こ

の場所は少なくとも３月以降はアブラコウモリ

Pjpな/"""ｓａ６ｍ腕"ｓと考えられる種もねぐらとして利用

していた．

２０１１年２月２５日には上記の両方の場所から可聴音が

聞こえた．

２０１１年４月１５日にはエレベーター棟から３４頭，２階

渡り廊下南から２２頭の出巣が確認され，最大56頭がね

ぐらとして利用していた．

２０１０年１２月に，エレベーター棟の隙間にミイラ化し

た死体を発見し，後日その一部を採集した（図４，５）．

前田（2005）に従って同定を行ったところ，前腕長は

浮民県Ｊ１畠霊囚

表１川の博物館における出巣数

可聴音のみで出巣せず

観察日 エレペーター棟 2階遮り邸下南
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2010.11.24
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２０１１２２５
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2011.5.2

2011.5.19
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２＋

１５±

可聴音のみで出巣せず
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＋＋
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可聴音のみで出巣せず
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１８

３
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結果

２埼玉県立自然の博物館（表2）

２０１１年４月６日，筆者の一人である奥村が約３０頭の

コウモリが屋根付近から出巣する様子を確認した．４月

１３日には調査期間中最大の４３頭の出巣を確認した．

可聴音のみで出巣せず

可聴音のみで出巣せず

＋

３６

２２

１０±

３０±

＋

０

表２自然の博物館における出巣数
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県内におけるヒナコウモリの越冬那例

出巣場所は２階建て建物の西面上部の庇部を覆う金属

カバーの上側と下側の隙間で，地上からの高さは約7.5m，

約３０ｍの範囲の数カ所から出巣していた（図６，７）．金

属カバーは，壁面から１５～251nｍ浮かせた状態で設置さ

れ，出入りする場所の隙間は，幅約２５ｍｍであった．

考察

山口（2006）による神奈川県のヒナコウモリの越冬状

況としては，１０月から翌年５月までトンネルを利用して

いることが報告されている．川の博物館でも１１月から

確認したヒナコウモリの集団が５月上旬までとどまって

いたことから，この場所で越冬したと考えられる．

一方，自然の博物館から出巣するコウモリについては，

捕獲および外部形態の計測をおこなっていないために，

ヒナコウモリと同定することが出来なかった．そこで，

宮野晃寿氏によって４月１４日に録音された探索音（コ

ウモリが飛潮時に通常発する音声）を福井大博士に検討

して頂いた結果，ピーク周波数が２３～24kHzのFM-QCF

音（周波数が変調する音）を発していることが分かった．

この周波数帯の探索音を発する日本産コウモリとしては

ヤマコウモリ，ヒメヒナコウモリ，ヒナコウモリが挙げ

られるが（Ｆｕｋｕｉｅｔａｊ．，２００４；船越，２０１０；福井，

未発表），分布特性および出巣個体の写真（ヒナコウモ

リ特有の霜降り状の体毛を持っている：図８，９）から，

ヒナコウモリである可能性が極めて高いと考えられる．

また，川の博物館と同様に４月上旬から活動していたこ

とから，越冬場所に利用していた可能′性が極めて高い．

両調査地におけるねぐらの形状は異なっており，川の

博物館では壁面上部の金属カバー内部の隙間の水平部を

ねぐらに利用していたが，自然の博物館では２階の庇部

と金属カバーとの隙間（垂直方向から約３０．傾斜）をね

ぐらとして利用していた．これはヒナコウモリが本来樹

洞や岩の亀裂などをねぐらとし，背面や腹面などの体の
すうしよく

一部が常に接触していることを好む趨触性を持ってい

ることから，ねぐらとなる隙間が一定の間隔であれば，

どのような傾きであっても，越冬に利用することが可能

であったと考えられる．

川の博物館では春季において，２つのねぐらからの出

巣個体数が日によって異なっていた（表ｌ）．同様に自

然の博物館のねぐらにおいても出巣個体数が日によって

異なっていた．このことは出巣しなかった個体が存在し

た可能性もあるが，帰巣するねぐらが常に同じ場所では

なく，ねぐら間の往来があった可能性を示唆している．

さらに，川の博物館ではこの２つのねぐら以外から出巣

したと思われる飛期個体も観察された．これは，単独ま

たは少数で川の博物館の他の場所をねぐらとして利用し

ている個体がいた可能性を示している．このことから，

56頭以上の個体数が越冬していたと推察される．

埼玉県におけるヒナコウモリの集団越冬場所はこれま

でに２カ所，標高約450ｍと標高約800ｍの鍾乳洞で見つ

かっている（鈴木，1978）．埼玉県環境部みどり自然課

（2008）によると既知の越冬場所は低山帯（標高200m～

800m）に該当する．今回見つかった集団越冬場所は台

地・丘陵帯（標高５０m～200m）に該当することから，低

標高地でも越冬していることが判明した．これまでにヒ

ナコウモリの越冬場所の確認例が少なかったことは，市

街地にいるコウモリはアブラコウモリであるとの先入観

から詳しい調査がなされなかったこと，越冬時期なので

コウモリの出入りが少なく人目に付きにくいことが原因

と考えられる．さらに，市街地の建造物では，マンショ

ンの１２階（重昆・長岡，2005），９階（村島，2007），

１０階（広瀬・大橋，2008），６階（板橋，2009），８階

（杉元，2009）など高層階でねぐらが確認され，今回確

認した２カ所の建造物も周囲より若干高い構造であった

ことから，市街地においてはランドマークとなる建造物

をねぐらとして選択し，利用している可能性が考えられ

る．

埼玉県環境部みどり自然課（2008）においてヒナコウ

モリは絶滅危'倶Ⅱ類に指定されており，県内でのこれま

での確認は少ない．しかし，今回新たな越冬場所が２ヵ

所見つかり，また，熊谷市内では１０００頭規模の出産１１甫

育コロニーを確認している（大沢夕志・大沢啓子，未発

表）．今後は埼玉県内におけるヒナコウモリの出産噛育

場所や越冬場所において捕獲調査を行い，市街地におけ

る人間活動の影響によって樹洞のある大木が少なくなっ

ていると考えられる埼玉県内の台地・丘陵帯におけるヒ

ナコウモリの生息地保全に向けた基礎資料の収集を行う

予定である．
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ⅢL内におけるヒナコウモリの越冬111:例

Korea），調査にご協力頂くと共に炎重な資料を提供頂

いた重昆達也氏（コウモリの会），洲張にご協ﾉJ頂いた

勝田節子氏（有限会社アルマス）及び宮野晃寿氏（筑波

大学）には大変お世話になった．また，埼玉ﾘ,!:立自然の

博物館及び崎玉県立川の博物館には，調査にご理解頂き

便宜を図って頂いた．この場をお階りして深く感謝申し

上げる．

図８自然の博物館ヒナコウモリ州典時写典

ロ
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図９１恩|然の博物館ヒナコウモリ川蝿時写真
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